
令和５年中における「夜間・天候不

良・遠距離運転」の割合は、前年に

比べて大幅に減少しました。 

その結果、全死亡事故に占める高齢

運転者の割合も減少しました。 

「三方よし運転」とは、高齢ドライバー自身が運転環境や技能に応じて、自らの

意思で運転方法を制限することで、交通事故を未然に防止する取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車乗車中死者（全年齢）のシートベルト着用状況（令和５年中） 

シートベルト 

着用で助かる 

命があります 

※生存可とは、非着用のうち 

シートベルトを着用していれば 

助かった可能性があるもの 

 

※特殊車を除く 

【県内発生の高齢運転者による死亡事故の状況】 

75% 

その他 

体調よし！ 

体調がすぐれない時は、運転を控える 

状況よし！ 

天候の悪い日や、夜間・通勤通学時間帯の運転は控える 

行き先よし！ 

運転する場所は近距離にして、遠距離の運転は控える 

高齢ドライバーのみなさん 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 
TEL 077-522-1231（代表） E メール x0022@police.pref.shiga.jp 

不明 1人 

着用7人 
生存可5 人 

非着用8人 

 
62.5％ 

その他 

14% 

夜間/天候不良 

/遠距離運転 

令和５年中 令和４年中 


